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鹿児島大学障がい学生支援シンポジウム 2025 

鹿児島の障害学生支援と就労移行に関する情報交換会 開催報告 

 

概要 

日時 令和 7年 9月 22日（月）13:00～17:00 

会場 鹿児島大学郡元キャンパス 学習交流プラザ 2階学生交流ホール 

司会 中尾 誠一（本学障害学生支援センター 特任助教） 

開会挨拶 有倉 巳幸（本学理事（教育担当） 副学長） 

第一部：ATライブラリー 

東京大学 障害と高等教育に関するプラットフォーム（PHED） 代表 

 近藤 武夫 氏 

京都大学 高等教育アクセシビリティプラットフォーム（HEAP） ディレクター 

 村田 淳 氏 

東京大学 障害と高等教育に関するプラットフォーム（PHED） 特任助教 

 松清 あゆみ 氏 

第二部：障害学生支援と就労移行に関する情報交換会 

話題提供① 東京大学 PHED での取り組み 

東京大学 先端科学技術センター 教授 

東京大学 障害と高等教育に関するプラットフォーム（PHED） 代表 

近藤 武夫 氏 

  話題提供② 京都大学 HEAP での取り組み 

京都大学 学生総合支援機構 障害学生支援部門 チーフコーディネーター 准教授 

京都大学 高等教育アクセシビリティプラットフォーム（HEAP） ディレクター 

村田 淳 氏 

話題提供③ TOTO 株式会社での取り組み 

TOTO 株式会社 人財本部 ダイバーシティ推進部 ダイバーシティ推進 G 

藤田 浩史 氏 

話題提供④ 鹿児島県の取り組み（14:50～15:10） 

鹿児島県商工労働水産部雇用労政課 障害者就業開拓推進員 

有村 尚子 氏 

鳥越 隆雄 氏 

話題提供⑤ 鹿児島大学の障害学生の状況（15:10～15:20） 

鹿児島大学 障害学生支援センター 特任専門員 

川添 茜  

閉会挨拶 前田 雅人（本学学長補佐 法文教育学域教育学系教授 障害学生支援センター長） 
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参加人数及びアンケート結果 

事前アンケート回答者数・参加者数・事後アンケート回答者数 

所属 参加申込み者数 

（事前アンケート回答者数） 

参加者数 事後アンケート回答者数 

大学・短大・高専の教職員 19 15 13 

行政・公的機関 11 11 7 

企業 16 16 12 

就労支援事業所 16 15 11 

その他 1 1 1 

合計 63 58 44 

事後アンケート回収率：75.9％ 
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〈事前アンケートの結果〉 

【大学・短大・高専の教職員】 

 障害学生向けのキャリア・就職関連のイベントの実施経験について、いずれも実施経験がないと回答し

た人が 11名（61.1%）と最も多かった。また、一般学生向けのインターンシップの実施経験があっても（4

名・22.2%）、障害学生向けのインターンシップ等のイベントの実施経験がある人は少ないことが示され

た。学内で障害学生向けのキャリア関連イベントの実施可能性については、いずれのイベントも「実施の

目途はないが前向きに検討したい」が最も多かった。特に大学等にとっては、障害学生向け就活講座が実

施したいイベントであることが考えられる。 

各大学等での障害学生のキャリア・就職支援に関する課題 

・障害学生のキャリア教育の難しさ 

・障害理解や就労移行に関する基本的知識の不足 

・インターンシップの実施に関する課題 

・グレーゾーンや精神障害の学生の就労支援の難しさ 

・障害学生の自己理解や障害の開示の問題 

・専門スタッフや人員配置の課題 

・専門職養成校でのキャリア支援の課題 

・キャリア・就労支援経験の不足 
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【企業】 

 障害者雇用の現状については、障害枠で障害のある社員を雇用していると回答した人は 10名（62.5%）

と最も多く、一般枠で障害のある社員を雇用していると回答した人は 6名（37.5%）であった。また、障害

枠で大学等を卒業した障害のある社員を雇用していると回答したのは 5名（31.3％）で、一般枠で大学等

を卒業した障害のある社員を雇用していると回答したのは 1名（6.3%）であった。これまでに障害のある

社員を雇用したことがないと回答した人は 3名（18.8%）であった。企業からの参加申込み者のうち、多く

は障害のある社員の雇用経験があることが示されたが、大学等を卒業した障害のある社員の雇用をしてい

る割合は 3～4割程度である明らかとなった。 

 大学等と連携したインターンシップの実施については、いずれも経験がないと回答した人が 8名

（50％）と最も多く、一般学生向けのインターンシップの実施経験があると回答した人が 6名（37.5%）で

あった。障害学生向けのインターンシップ等の実施はまだまだこれからという現状が示された。 

 大学等と連携した障害学生のキャリア・就職関連イベントの実現可能性については、いずれのイベント

も「実施のめどはないが前向きに検討したい」と回答した人が多く、特に企業座談会（企業と学生の交流

の場）や学内での企業説明会は比較的実現しやすい可能性が考えられる。 

 障害学生のキャリア・就職に関する課題については、障害学生の採用に関する課題や大学等との情報共

有の不足、各企業での支援体制や環境整備の課題などがあることが示された。企業と大学等との情報交換

の機会を確保することで、双方の状況が理解でき、具体的な対応や配慮、環境整備について考える機会も

増えることが考えられる。 

障害学生のキャリア・就職に関する課題 

・障害学生の就職活動の方法がわからない 

・求人をどのように周知したらいいかわからない 

・障害枠での就職希望者が把握できていない 

・手帳所持の学生が少なく採用が難しい 

・障害学生に求められる会社か知りたい 

・障害学生向けのイベントの実施状況が把握できていないため参加に至っていない 

・障害学生との接点がない 

・障害者雇用に慣れていない 

・個別の対応や特性に応じた配慮、環境整備が不十分 

・障害学生に提供できる業務内容やキャリアパスが狭い 

・業務の切り出し 

・障害学生の障害受容の課題 
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その他の回答：グループ内では、障がい者雇用会社があります 

 

その他の回答： 

今後インターンシップやオープンカンパニーを実施する予定 

大学等と連携はしていないが、障害学生向けの 1dayインターンシップ実施あり 

  



鹿児島大学修学支援室（障害学生支援センター） 

6 

 

【行政・公的機関・就労支援事業所等】 

 障害学生のキャリア・就労支援の経験については、大学等と連携したキャリア・就労支援の経験がない

と回答した人が 20人（71.4%）と最も多いことが示された。その他の回答として、大学卒業後の利用や職

場定着支援の経験があることが挙げられた。支援機関等との在学中の連携体制には課題が見られるが、支

援機関等と連携し、卒後や職場定着を見据えた支援が有効であると考えられる。 

 大学等と連携した障害学生向けのキャリア関連イベントについては、いずれのイベントも「取り組みの

目途はないが前向きに検討したい」が最も多く、特に「障害学生向け就活講座」に取り組みたいと考える

人が多いことが示された。 

 大学等と連携した障害学生のキャリア・就労支援における課題については、それぞれの支援機関等が持

っている社会資源やノウハウを大学等と連携し、役割分担をしながら在学中のキャリア教育から定着支援

も見据えた支援が実施できることが望ましいと考えられる。 

大学等と連携した障害学生のキャリア・就労支援における課題 

・大学等との連携や情報共有の不足 

・支援機関の役割分担 

・就労先の開拓 

・活用可能な社会資源、社会環境への働きかけ 

・働き方のイメージ共有 

・本人の自己理解 

・親の理解 

・定着支援 

・ひきこもり状態の関わり方や親への支援 

 

 
その他の回答： 

特別支援学校等からの就労支援経験や大学卒業後通所された方の支援があります、大学卒業後に、就労移行を利用

した方の就労支援を行なった、大学等と連携した障害学生の職場定着支援の経験がある 
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〈事後アンケートの結果〉 

今回のタウンミーティングの満足度は「とても満足」が最も多く、参加者にとって満足度の高いものであ

ったことが示された。 

タウンミーティング実施後、それぞれの機関での障害学生向けのキャリア関連イベントにどの程度取り

組みたいか尋ねたところ、大学等では学内での企業説明会や企業座談会（企業と学生の交流の場）が取り組

みたいと考える人が多かった。企業では特にインターンシップや企業座談会に取り組みたいと考える人が

多く、支援機関等では障害学生向け就活講座や学内での企業説明会に取り組みたいと考える人が多かった。

インターンシップや企業座談会、企業説明会については大学等と企業が主に連携して取り組み、障害学生向

け就活講座や職場定着支援については支援機関等と連携すると取り組みやすいことが考えられる。 

その他、今後取り組みたいこととして、各機関内で取り組みたいと考えることもあれば、関係機関同士の

ネットワーク構築、障害学生も含めた取り組みの実施を期待する声も挙げられており、それぞれの機関が課

題意識を持ちながら連携して取り組んでいく必要があると考えられる。 

 

その他、今後取り組みたいこと 

大学等 ・支援機関等の方による大学教職員向けの障害理解や周知・啓蒙の機会 

・当事者の体験を聞く機会 

・ロールモデルを作る 

・ピアサポートを支える活動 

・学外支援機関や相談先の活用・連携 

・タウンミーティング（情報交換会）の継続参加 

企業 ・ライトなインターンシップやオープンカンパニーの開催 

・在宅勤務の仕組み作り 

・障害者当事者の体験談を話す機会 

・就労移行支援事業所と企業との意見交換・会社見学・実習の機会 

・社内での情報共有・経営陣への周知 

・人員が不足している部署に適応する取り組みの検討 

支援機関等 ・障害学生と関わる機会 

・大学支援室との連携 

・多機関での意見交換の機会・ネットワーク構築 

・小中学校の教員へのタウンミーティング参加の呼びかけ 

・所属機関の周知広報 

・本人の自己認知を進めること 

・超短時間雇用等の取り入れ 

・支援機器展示・デモンストレーション 
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タウンミーティングに参加したご感想 

・理解が深まった 

・良い刺激を受けた 

・新しい知識や発想を得る機会となった 

・初めて知ることが多かった 

・現場の生の声を聴ける貴重な場である 

・現状や課題が把握できた 

・繋がりができ連携の土台となった 

・異業種と話せる有意義な時間であった 

・強みを生かした雇用のあり方が印象的であった 

・同業者（企業側）の話が非常に参考になった 

・障害者雇用についてともに理解を深めることが大事 

・どう社内で情報共有を図るかという課題が見つかった 

・採用に向けての活動の必要性を改めて感じた 

・中高生向けキャリア形成支援を行いたい 

・求人内容を検討できたら 

・支援機器・先進技術の実態把握ができた 

・今後も参加したい 

今後、期待する研修やイベント等 

・タウンミーティングの継続開催 

・障害学生支援に関する事例検討や報告会 

・基本的な考え方等、事例を通した学びの機会 

・各企業の障害者雇用の事例 

・他県での取り組み 

・学内連携が深められる機会 

・短大での先進的な取り組み 

・吃音の学生の就職について企業の本音や専門家によるアドバイスが聞ける機会 

・障害学生と関わる機会 

・在学生や卒業生の声を聞く機会 

・学生と社会を接続するイベント 

・就労支援関係の方と密に話す機会 

・一般就労のその後の成果や就労に至る経緯、福祉サービスを検討するタイミングを知りたい 

・オンラインでのイベント 

・グループワークがたくさんできる研修 

・参加者名簿があると交流が広がりやすい 
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写真 

 

 

 

 

 

 

東京大学 PHED・近藤先生 

京都大学 HEAP・村田先生 

話題提供者の皆様 グループセッションの様子 

グループセッションの様子 質疑応答・全体シェアリングの様子 
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参加者の皆様（集合写真） 

本学障害学生支援センター・前田センター長 質疑応答・全体シェアリングの様子 


